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は遠いものであると述べている。それは，国内の価格，

住宅｀労働，行本システムの改革が伴っていないから

てあり｀かかる状況では中央集権的な対外貿易システ

ムの改革もおぼつかないという。

昨年l1月の中国共産党14回大会において．党規約に

「社会主義市場経済」なる新しい概念か盛り込まれた。

また，今年3II(}）第8期令人代においては，憑法第lS

条が「国家はti会iオ：義 IIi場経済を実行する」と修正さ
れた。「社会 i一義巾場経済」か目指す改革のH控とは

何か。この理念(})ドで対外貿易・経済体制はと(/)よう

に改吊されていくのだろう力%本書ふこの設問への

ヒントをある程度まで提示してくれるものてある。

II 

1986年 7月に中国は． GATT加盟を正式に申請し

た（中川は 1地{0|ll]1いの申請」といってし又る），以米．

中国は, 11)介業に対する輸出補助金の廃,,, 12)輸出人

関税表の1}狛',1＇，名称および分類の国際的ルールの適用，

(3)3600,1111, 11余りの閃税率の41き下げ，（1）通1¥/clf続およ

び対外貿易管理に関する500件余りの内部文書の GA

TT事務局への提出，（5）輸人調節税の撤廃，（6）輸人許

叩いの 3分の 2以上の廃止などの措間を講じる決定を

した。

こうした措iriにより中国の GATT1JII盟は，時間の

問題になりつつあるようである。しかし，かかる施策

は，中1KlU)貿易・紆済体制の改革の中て，溝しられたも

のであろうか）中日の貿易体制はいかなる Jjlil]へl;l]か

おうとしているいであろうか。

本書は， 1978年の 3中全会以降の中国の対外貿易体

制の開放とその国内経済体制の改革について双方を関

連つけながら研究を進める。中国の経済成長率は，対

外開放政策を迎え，それまでの年平均6年から 9年へ

と増加したで著者は， このパフォーマンスかしヽかなる

過程をたとったのか， また中国がいかにしてLIき1|；祭紆済

へ適I心しようとしてきたかを見つめる

今，かかる組名、内容の書を手にした時．誰もか中

国の GATT加盟問題と切り離してこれを試むことは

できないだろう。著者もこの点を意識しつつ，マクロ

経済面から改革の内容に検討を加えているが，その中

で中国の改革，貿易システムは， GATTの期待から

『アジア粁済』 XXXIV-6(1993.6) 

本論に人る前に．以ドで本書の構成および内容の概

嬰を簡単に紹介する，9

本書の構成は，以ト(})とおりである（小見出しは省

略する）。

第1章貿易政策と経済発展

第2章 改革前の対外貿易システム

第3章 対外貿易システムの改革

第4章 中国の対外貿易効率

第5章令休と1,，jit|．；的改it

第1章は，中［ルか改芋・開放政策を導入した後，氣

速な経済成kを必け始め，さらに貿易面では1978~90

年に年平均15~,;(}）伸ひを小し， 89年には世界て第13位

の貿易国になった1i実を紹介しながら，これまて中国

てはいかなる貿易体制がとられてきたかを述べ，以下

の章の序章となる問題提起をしているっ

第2章は． 1978年以降の対外開放の実験について述

へる前に50年代にまで遡って，中国の対外貿易政策・

体制を紹介する、，

第3章は， 1978年以降10年来の改革の中て中央集権

的貿易体制か地Jiへ権限委譲されてきたことおよひ対

外貿易と外！ふ政策．外貨コントロール・システムにつ

いて詳述する。

第4章は． 1980年代の経済システムの改革と貿易体

制との関連を中心に，双方の相互作用ならびに貿易拡

大のもたらした経済効果について分析を加える。
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第5咽は，対外貿易部門の改吊か国内の巾場化傾向

に先hしつつ，これに貢献したことを袢価する。中央

と地方，マクロとミクロの葛藤の中，中国はいかに国

際経済に参人していくかを分析するっ

本書の特徴は，第 1に1978年以降の中国の貿易体制

改的こついてマクロ面からきわめて詳細な研究がなさ

れていることてあり， さらに中国の対外貿易の間放と

その国内経済の改，ドプログラムとの閃連についても

探究をしていることである。第2に前述U)探究を進め

なから， 195（川代にまでさかのほって貿易・紆済体制

を検証していることてある 3 そして｀第3に杵者は，

1990年に中国社会科学院経済研究所の招詣で6週間を

中国で過ごすなど，内外のきわめて戦富な資料に基づ

き本帯を執喰していることである c

III 

杓名が情JJを人れているのは．いうまてもなく筍i

3章てある， ここては1950年代から781い） 3 1|l令会に

至るまでの貿易体制への離別をめざし， 78年以降にい

かなる体制改＂，:がなされてきたかか検証される。その

検証の過程から，片：者は．価格．住宅，労慟，資本シ

ステムの確布なくしては．国内経済体制の改．l(i.はおほ

つかなく．さらには中央集権的な対外貿易システム(})

遺産も容易には放愈され得ないとの結，，倫にがるのてあ

る。

以卜．．弟．‘｝ i,，tにおける片者の理論展llflから`糸,1199面に

ギる過利を中心に見てみたい。

1978年の 3中全会から中国の貿易政策は．輸人をも

って輸出を振典させる「以進養出」氏りに変わる。また。

これまでの中央集権利の政策は．地方分権尺，{へと転換

が図られる。

具体的には，貿易公nlの大幅増で． 1979年には10敷

社であった対外経済貿易部傘下の公司は， 8（）年央には

800ネ1に陪え．さらにその数年後には50(）（）社以 1.d)貿

易公,i]か設；！された、この貿易公，i］には． II)各；fll.(2) 

各省， ,Ii.n治1ぷ 13)大咽企業設―け．の公ぃJ,U) :{つの
類咄がある。これにより対外経済貿易部は1981年には

輸出の91;'ふ．輸人の87~'，；をハンドリングしていたのか．

3年後にはそれぞれ79ら． 65ぷへと減少するのである，

ダ

国の貿易叶11hiもその竹坪品目数で1982年0)199から

88年2月には112へと減少しfこその結果書輸出による

国家計画分ぱ1988年には45;;ふへ減少し，輸入ではさら

に急激に90ぶから40らマヘと減少したのてある。

1978年以前の政策は，経済的な自灯を前面に掲げた

自力更牛』政策に項点を置いた「一国経済Jt義で
あった。こ U)中て対外貿易に対する中国の基本的な即

念は，輸人は1t||人）経済0)ぬ路克服の手段であり，「輸

出は輸人のため，輸人は1川家の社会t義t業化のた
め」てあった， 片者か換，iするところによれは， 1愉

人の目的は基本的に限られた国内牛産能力というホト

ルネ、ソクの解消にあり．輸出は輸人ファイナンス獲得

のため＿てあった。

これは，この当時の対外貿易商品構成を見れば明ら

かてある。輸人の90年以r．は牛、産財て，消費財は10な
以下しかなかった。 1950年代のtたる輸人品は機械・
設備で，これらはJI•鉄金屈，機械，電力＿L業の各部l“l

でその50~ばか用しヽられてしヽたとしヽう。

こうした政策の中，中国の対外貿易は，中央fよ権())

ドて進められ．貿易機構としては現在の対外経済貿易

部傘卜の対外貿易公―n]のみかこれを行なうことを許さ

れ， しかも，その貿易計画は，国家計画委員会と対外

経済貿易部の共同により策定されていたc

特徴的てあるのが，貿易商品の価格設定と人民元の

為杵レート政浪てある，，すなわち，貿易商品の価格設

定に関していえは書 IEII村介業，国内製品の保護の観、1,','，

から，企業およひ貿易公nlU)コストいかんにかかわら

丸国はあらかしめ定められた価格で企業から翰出向

け製品を買い付け．一方．貿易公百］には輸人に際して

の外貨割当を分配していた。かかる1本制を保護するた

めには．さらに国内の商品価格は国際市場のそれとは

令く連動しないものとする必要かある。そのため人民

几の為替レート1芍即政策かとられ，人民Jじレートは'[

籾よりも高く設定されていたのである。

しかし，かかる政後の効果は， 1966年からJO年間に

及ぶ文化大り＇，命とも相侯って．中国経済を国院経済か

ら乖離させるたけてあった。枇界経済の発展U)中て，

中国経済は取り残され，海外の先進的な機械設備．技

術の導人か阻まれたのである。一方，中国の工業企業

およひ貿易公i]もその経済効率を講する必要をなくし
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もしたのである(

1978年以降の改革は，この中国の貿易・経済の体質

を改善すべく考案されたものである。前述した政策(j)

ほか， さらに輸出入許lIr,il1や税払いlieし制，外貨交換

センクーの設立，貿易代刑；lilL現実的な交換レート政

策の採用などが行なわれた。この中で最も重要なのは，

交換レート政沿の変更てあるという 0 1980年代央から

人民元の切り下けが始められた。これにより1980年代

未には，輸人品の国内価格はほば国際市場のそれと同

等になった。 {'il・・の例外を除いて翰人品はもはや国際

市場より低い価格でユーサーにわたるという優遇はな

くなったのである。一方．輸出も国際市場価格とほほ

伺し価格設虻か行なわれるようになった。しかいこ

れらの施策の効果がとれほどあるかについて．著者は

疑問を星している。

N 

CATTの枯神．原則は，まず弟］に市場経済を基

礎とした自由競争にある。そして，この原則実現0)た

めに昂恵国待遇、内国民待遇の原則，公平貿易の椋則

なとが規定ざれている，

中国かGATTの期待に応えるには．これらの1原則

に適／心し得る改l，しを進めなけれはならないわけだか．

片者は，このII、K 単に貿易体制を改り＇，するたけてはな

＜．これに伴った国内経済の体制改革も1；；ロI欠である
という。貿し）］体制改芋を進めようとしても国内の体制

かfl'.っていなけれは， tiiiれは足をり1っ張られるとしヽう。

また，粁者は．中国には IH ソ連のような “big•bang"

かなしヽという,1989年に起こった大安門事件は．軍隊

をもって抑；Mlされてしよ＇）た。中 1LIU)民t化へU)足と
りもこれで遅れそうな感がある 3

しかし．政泊lhiでは怜い）しヽうとわりであり．マク

ロ経済面におし口ても評行は著者と1IIl心．見てはあるが．

ミクロ経済に目を転した時．改吊・開放の足どりのテ

ンホは悪くはなさそうてあると思われるっそこて以下

に杵行の触れてしヽないミクロ面から中国に “big-bang"

が起こっていないかとうかにつ＼ヽて． Ifi'者U)若干の感

想を述べたし＼

主す， 1978り・U)3中it云か外資しり人も説めたことを

ある意味て “big-bang"として指摘したい，片者は，

直接投資について本占の中で五及していない。その理

由は直接投資は，東南アジアのケースでは必すしも貿

易の自由化や急速な現代化に貞献したとはいえす，た

とえばマレーシア、 インドネシアは大規模な直接投資

があったにもかかわらず，その成長率は韓国に及ばな

いという例か一般的たからであるという，中央計画の

改革の分析に際しては，対外貿易体制と国内経済の改

苓の方が直接投資より重要と考えるからである。

しかし、卜文中て衿者が触れているように地域貿易

のパフォーマンスか顕著なところ，たとえは広東では

1978年に14億卜9'の輸出であったのか｀會90年には100億＇ル

にのぼり，うち，外行系企業の翰出は35;:：にのほる，9

全国的に見ても1991年の場合， 719億1000万'"の輸出

のうち，外資系企業の輸出は173億6000万'’'と全体の

5分の ll‘), tを占めているのてある。こうした実質的
経済面での貢献のほか．中国の旧体制の打破との観点

に立てば外賓導人はある種の “big-bang” 効果を中国

に与えたと息われる，この観，1．’．しから著者には直接投胄

の中国の経済体制に与えた効果についても相当程度の

汽及をして欲しかったところである。

次に，卯小平のifllj溝話がl11り2月にあり， 10月に

は中国共産党］4同大会て―社会主義市場経済j なる理

念か提喝ざれたことがあげられる。これが，第 2J) 

"big-bang"である．．この点は竹行の予測を 1回る変化

であったかも知れない。「社会t義市場経済」とはい
かなるものて，現{IU)抒済体制にし屯ヽなる改革を施せ

は，これがK現できるかにつし、ては中国白身まだ模字

中てある。しかし，この理念を少しても理解しようと

する時，マクロの政沿よりもミクロ（企約を見ない

とわからなし Jような気がする．，それは，故杓ー枯全1LI

人民代表大会法制委員・中国企業改哨与発展研究会会

J勺が「介裟改革による企業の民 i化こそか．社会主義

の経済をl<t化させ．びいてはtl会主義の1f麻品経済を
確古てきる」と述べていることに期らかであろう．ヘ

中国て私常企業は. 1978年の 3中令会を泣に盛んに

なったc HU1:，私＇慇介党は l4Jil'，従業it232万人を
抱え， 1固体経営企業は1533万戸．従業員2467万人（この

はっている，これらの介業は令1x1で安い野位，果物な

との食料品や衣類をはじめさまさまな商品を扱ってい
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る。そして，市場の動向，価格の動きを見ては機敏に

商品を東へ西へと移動させる。消費者のニーズを的確

につかみ，全国を股に駆け回る姿を見る時，私営企業

による流通革命が起こりつつあり，中国経済はこれま

での国家計画主導の「1共給型経済ーから―需要型経済」

への転換期にあることを思わせる。

対外貿易に目を転じても委託加工貿易はこれら私営

企業をパートナーにしたものかきわめて多数ある。郷

鎮企業相手の合弁・合作企業も同様に多数ある。

これらはいずれも計画経済の下，レッド・テープて

囲まれた経済では存在し得なかった，すき間の経済を

時と場所に応じた生活の経験や実用的知識に基づいて

機敏に行動する一般庶民のオ覚によって営まれている

ものである。うまくやらねばいつても倒産しかねない，

また国営企業と違って国の保護もない私営企業や郷鎮

企業が，それゆえにしつかりとしたそろぱんを弾いた

経営をしている。フリードリッヒ・フォン・ハイエク

が社会主義の欠陥の 1つとして価格メカニズムの欠如，

庶民の明文化されない知識の未活用を指摘していたか，

今の中国にはこの欠陥を埋める経済が芽生えつつある

ことを感じさせるものがある。ミクロ（企業）がマク

ロ政策を誘導する時期に入り．これが体制改革への大

きな力となり得るかも知れない様相かある。

つい最近の世銀レポートは，スリーチャイナ（中国會

香港，台湾）の実質経済規模は， 2002年にはアメリカ

を越え世界1位に躍進すると予測した。こうした急激

な経済成長は一方でインフレの高進などの歪みも生ん

でいる。また，今の政府ぱ経済の改革・開放に対して，

思想面ではハードラインを歩む C 党を主体とする中国

ゲマインシャフト（＝変化しない中国）が依然として

あることも事実である。しかし，いずれにしてもマク

ロ政策を追いかけてはかりいては， とらえられないよ

うな変苧か中国に起こりつつある。

（財団法人[|中経済協会業務部業務一課主任）
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